
ー 第616号（昭和36年5月 10日第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗MUNAKATA 像 平成24年6月 1 日金曜日

四
月
二
十
八
日
、
宗
像
市
の
歴
史
・
文
化
拠
点
施
設
「
海
の
道

む
な
か
た
館
」
が
開
館
を
迎
え
、
高
向
宮
司
が
谷
井
宗
像
市
長
、

西
谷
館
長
ら
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。
同
館
は
五
月
六
日
時

｀
点
で
入
場
者
数
が
予
想
を
上
回
る
一
万
人
を
超
え
、
宗
像
の
新
た

な
歴
史
・
文
化
の
発
信
地
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

開
館
当
日
は
テ
ー
。
フ
カ
ッ
ト
後
、
谷
井
市
長
と
高
向
宮
司
に
加

え
世
界
遺
産
応
援
大
使
の
歌
＇

手
・
森
口
博
子
さ
ん
が
、
野
外

に
設
置
さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
、
宗
像

へ
の
思
い
を
熱
く
語
っ
た
。

ま
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
期
間
中

は
、
特
別
講
師
に
よ
る
講
演
や

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
等
の

イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
、
連
休

で
訪
れ
た
多
く
の
家
族
連
れ
中

心
に
盛
況
を
博
し
た
。

こ
の
施
設
は
宗
像
市
が
総
工

費
三
億
六
千
万
円
で
旧
ア
ク
シ た

飾
』
ン

S

宗
像
の
歴
史
的
魅
力
の
発
信
源
L
L
\

傘
宗
像
．翼□●
1 • 15日月汲祭
午前10時～

高宮祭

第二宮•第三宮祭
引き続き

宗像護国神社祭

月命日祭(1日）

巡拝(15 日）

午前 11 時～

総社祭

浦安舞奉奏(1日）

豊栄舞奉奏(15 日）

、
h
卜
｀

甚
i
m
住
[
[
閏
t
W
]

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
か
し
、
避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
も
長
期

的
に
成
功
し
た
例
は
少
な
い
ァ
そ
こ
で
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
「
祭
り
」
で
あ
る
。
年
毎
の
祭
り
を
通

じ
、
住
民
同
土
が
顔
見
知
り
に
な
っ
て
お
く
こ
と

で
、
火
急
な
際
の
対
処
が
容
易
に
、
さ
ら
に
そ
の

中
心
と
な
る
若
者
の
力
も
得
ら
れ
る
。
ま
た
神

輿
の
巡
行
経
路
を
避
難
誘
尊
路
と
同
じ
く
す
る

こ
と
で
、
平
素
よ
り
住
民
同
士
が
共
有
で
き
る

な
ど
、
性
別
や
世
代
を
超
え
て
得
ら
れ
る
も
の
は

計
り
知
れ
な
い
て
但
し
、
こ
の
「
祭
り
」
は
神
な
し
の

「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
あ
っ
て
は
、
人
員
の
多
少

や
盛
況
さ
が
重
視
さ
れ
て
し
ま
い
、
継
続
性
を
含

め
そ
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。
「
祭
り
」
は
「
祭

事
」
つ
ま
り
神
事
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
根
幹
に

あ
る
神
の
尊
厳
や
神
聖
性
、
「
神
様
は
常
に
み
て

お
ら
れ
る
」
と
い
う
神
観
念
に
よ
り
、
世
の
た
め

人
の
た
め
に
尽
く
す
と
い
う
「
公
」
の
美
風
と
な
り
、

百
年
、
千
年
の
永
続
性
を
生
む
マ
戦
後
、
「
自
分
だ

け
良
け
れ
ば
他
人
は
ど
う
な
っ
て
も
よ
い
」
と
い

う
誤
っ
た
個
人
主
義
の
解
釈
や
、
情
報
化
社
会
の

弊
害
が
、
日
本
社
会
全
体
に
み
て
と
れ
る
。
神
社

神
道
は
教
祖
を
有
す
る
一
般
的
な
他
宗
教
と
は
異

な
り
、
先
人
た
ち
一
人
一
人
が
長
い
問
積
み
重
ね
て

き
た
信
仰
の
姿
で
あ
る
。
日
本
社
会
が
連
綿
と

保
持
し
て
き
た
組
織
力
と
団
結
力
、
信
仰
を
同
じ

く
す
る
者
同
士
の
結
束
力
と
い
う
も
の
を
、
も
う

一
度
見
つ
め
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
幹
）

神具・装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Qq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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ス
玄
海
を
改
装
、
主
に
特
別
展
示
二
思
器
や
鍛
冶
道
具
、
奈
良
ー
室
町

と
常
設
展
示
室
、
映
像
で
リ
ア
ル
に
二
時
代
の
青
磁
や
白
磁
な
ど
約
二
百

体
験
で
き
る
3
D

の
シ
ア
タ
ー
ル
ー
：
点
を
展
示
し
て
い
る
。

ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
ま
た
同
館
は
国
宝
ク
ラ
ス
の
展

特
別
展
示
室
で
は
現
在
「
沖
ノ
ニ
ホ
も
対
応
可
能
で
あ
り
、
当
大
社

島
祭
祀
前
夜
」
と
題
し
、
沖
ノ
島
に
二
所
蔵
の
御
神
宝
類
も
今
後
出
陳
す

お
け
る
国
家
祭
祀
が
始
ま
る
以
前
：
る
計
画
も
上
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

の
弥
生
時
代
の
宗
像
地
域
で
構
成
二
＇
勾
玉
づ
く
り
」
等
の
体
験
学
習
が

さ
れ
、
平
成
二
十
二
年
に
国
の
史
跡
二cき
る
施
設
も
完
備
し
て
お
り
、

に
指
定
さ
れ
た
田
熊
石
畑
遺
跡
の
一
今
後
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺

墓
域
か
ら
出
土
し
た
銅
剣
や
銅
矛
二
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
に
向
け

な
ど
の
武
器
形
青
銅
器
十
五
点
の
[
た
活
動
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
期

他
、
ヒ
ス
イ
製
の
勾
玉
を
展
示
。
こ
待
さ
れ
て
い
る
、

常
設
展
示
室
は
宗
像
地
域
に
お
一
日
本
で
も
有
数
の
宗
像
の
歴
史

け
る
旧
石
器
時
代
の
ナ
イ
フ
形
石
：
を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
い
た
後
は
、

器
や
、
縄
文
・
弥
生
両
時
代
の
須
二
示
像
大
社
に
も
足
を
伸
ば
し
て
い

0
た
だ
き
、
こ
の
地
で
連
綿
と

、
i
継
承
さ
れ
て
き
た
祈
り
の
姿

や
形
で
あ
る
、
「
信
仰
」
に
も

直
に
触
れ
て
頂
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

各
:
ー

]
v

ぺ
／
、

l

i
祭
典
が
終
了
す
る
と
、
無
事
に

氏
八
満
神
社
春
の
例
祭
斎
行
覧
た
安
心
か
ら
か
、
氏
子
の
方
々

l
:
'
論
全
ー
{
.
.
 

`
’
r
.

i
‘
,
.
i

:
‘
.
l

ー
・
ー
，
i
ぢ
．
了
か
ら
は
安
堵
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

去
る
四
月
二
十
二
日
、
当
大
社
さ
れ
た
神
輿
へ
御
神
璽
を
奉
安
、
こ
や
り
、
皆
の
地
域
の
氏
神
に
対
す

が
鎮
座
す
る
田
島
地
区
の
氏
神
様
頓
宮
祭
が
斎
行
さ
れ
る
と
、
和
や
：
る
篤
い
崇
敬
の
念
が
伺
え
た
。

を
お
祀
り
す
る
氏
八
満
神
社
の
春
か
に
直
会
が
行
わ
れ
た
。
一
ま
た
、
祭
典
時
に
は
次
世
代
を

祭
が
、
安
部
田
島
区
長
を
は
じ
め
午
後
二
時
半
に
は
直
会
を
終
え
、
：
担
う
子
供
達
の
姿
も
目
に
し
た
が
、

氏
子
の
方
々
が
多
数
参
集
す
る
中
、
御
神
璽
を
氏
八
満
神
社
本
殿
へ
と
ご
目
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
こ
う

厳
粛
裡
に
斎
行
さ
れ
た
。
お
返
し
す
る
還
御
祭
が
行
わ
れ
、
一
い
っ
た
小
さ
な
祭
礼
を
継
承
す
る

本
年
の
春
祭
も
i
こ
と
が
、
地
域
の
結
束
を
高
め
文

一
神
人
和
楽
の
：
化
を
育
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
是
非

一
中
、
恙
な
く
終
一
こ
の
伝
統
あ
る
地
域
の
祭
礼
を
子
々

一
え
た
。
i
孫
々
ま
で
継
承
し
て
頂
き
た
い
。

劃
『
‘
[
]

当
日
早
朝
、
生
憎
の
雨

に
よ
り
恒
例
の
御
神
幸
は

や
む
な
く
中
止
と
な
る
も
、

午
前
十
一
時
高
向
宮
司
と

神
職
一
名
が
出
向
し
、
本
殿

に
て
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ

た
。
続
い
て
宮
司
が
御
神
璽

を
捧
持
し
安
部
田

島
区
長
を
始
め
氏
子

の
方
々
と
共
に
当
大

社
・
祓
舎
に
設
営
さ

れ
た
御
旅
所
へ
向

か
っ
た
。

午
前
十
一
時
半

駐
聟
所
祭
斎
行
し
、

祭
典
後
当
大
社
神

門
前
ま
で
御
神
璽
と

共
に
進
み
拝
礼
、
当

社
を
後
に
し
た
。

田
島
公
民
館
に

入
り
、
館
内
に
安
置
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・
・
ー
冨
「
玄
海
の
家
」
関
係
者
ら
地
元
の

浜
宮
祭
斎
行
謬□
方
々
が
多
数
参
列
さ
れ
る
中
、
五

t
t
r
l

、1
,
;
.
’

』.
.
.
 

'
·
r
ゞ
‘
,
t
一
月
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

薫
風
立
つ
五
月
五
日
（
こ
ど
も
口
分
浜
宮
祭
を
斎
行
。
当
大
社
責
任
i
祭
典
終
了
後
、
五
月
寮
で
直
会

の
日
）
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
二
役
員
、
氏
子
会
長
、
地
元
総
代
、

□か
執
り
行
わ
れ
、
参
列
者
一
同
連

江
口
区
の
五
月
宮
と
神
湊
区
の
浜

□
神
湊
地
区
の
各
区
長
を
は
じ
め
地
：
綿
と
受
け
継
ぐ
こ
の
祭
典
の
大
切

宮
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
さ
れ
た
。
二
冗
の
方
々
が
多
数
参
列
さ
れ
た
。
一
さ
に
心
を
寄
せ
、
楢
の
若
葉
が
敷

当
日
、
神
職
四
名
が
神
湊
に
鎮
~
引
き
続
き
、
釣
川
河
口
の
江
口
か
れ
た
折
敷
に
盛
ら
れ
た
赤
飯
、

座
す
る
浜
宮
へ
出
向
。
五
月
五
日
こ
に
鎮
座
す
る
五
月
宮
へ
移
動
。
五
二
か
め
煮
．
膳
．
粽
・
ガ
メ
の
葉
鰻
頭

は
、
五
節
句
の
一
っ
「
端
午
の
節
句
」
一
月
宮
に
は
社
殿
は
な
く
、
大
き
な
，
を
古
式
ゆ
か
し
く
栗
箸
で
い
た
だ

よ
り
し
ろ
ひ
も
ろ
ぎ

に
あ
た
り
、
浜
宮
石
祠
の
神
前
に
」
常
緑
樹
を
依
代
と
す
る
神
籠
祭
場
：
き
な
が
ら
、
神
人
和
楽
の
一
時
を

は
海
川
山
野
の
味
物
に
加
え
、
「
赤
二
＼
そ
の
前
庭
に
浜
宮
祭
と
同
じ
こ
迪
ご
し
た
。

飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉
鰻
頭
」
「
菖
：
く
神
餓
を
お
供
え
し
、
午
前
十
一
一
稲
の
成
長
を
予
祝
す
る
神
事
で

蒲
酒
」
な
ど
、
同
節
旬
に
因
ん
だ
神
二
時
、
浜
宮
祭
参
列
者
に
加
え
、
江
丁
も
あ
る
こ
の
五
月
・
浜
宮
祭
が
終

撰
が
供
え
ら
れ
、
午
前
十
時
三
十
ニ
口
区
長
、
福
岡
県
立
少
年
自
然
の
丁
わ
る
と
、
神
郡
宗
像
で
は
田
植
え

の
準
備
が
始
ま
り
、
一
面

の
水
田
に
早
苗
が
影
を
浮

べ
な
が
ら
夏
へ
と
木
々
も

緑
を
深
め
て
い
く
。

•Vw 

宗
像
大
社
船
季
奉
納
盆
栽
展

.
C
K・
し
―
.

.

.

 

,
t
;
'
じ
ゞ

A
,i

第
二
十
九
回
宗
像
大
社
春
季
奉

納
盆
栽
展
が
、
大
型
連
休
中
の
五

月
三
ー
六
日
の
四
日
間
に
わ
た
り

本
殿
西
側
の
境
内
に
優
美
な
黒
松
、
＿

五
葉
松
、
紅
葉
な
ど
多
く
の
盆
栽

が
並
び
見
事
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
盆
栽
展
は
、
毎
年
春
と
秋

（
年
二
回
）
に
開
催
さ
れ
、
神
郡
宗

像
の
各
地
区
（
宗
像
市
・
津
屋
崎

町
・
福
間
町
）
の
盆
栽
愛
好
家
が
、

唸
虜
一

「
宗
像
大
社
の
御
＼
ー
／

神
徳
の
発
揚
に
努

I:1',

• 

め
、
併
せ
て
会
員
；
檀

相
互
の
親
睦
を
計

r

り
、
日
本
の
伝
統

と
格
調
高
き
美
を
＇

遺
憾
な
く
表
現
出
←

来
る
盆
栽
の
普
及
ヽ

r

盆
栽
技
術
の
研
鑽

に
励
み
、
盆
栽
発
展
の
一
助
と
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
宗
像
大
社
奉

納
盆
栽
会
（
現
会
長
1
1

石
松
重
敏

氏
）
を
結
成
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

開
催
中
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
盆

栽
も
日
の
光
を
受
け
る
事
に
よ
り

瑞
々
し
く
青
々
と
映
え
、
参
拝
者

に
心
地
よ
い
静
寂
な
一
時
を
与
え

て
い
た
。
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沖
津
宮
・
、
中
津
宮
両
宮
春
季
大
祭
斎
行

S

筑
前
大
島
で
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
念S

大
島
最
高
峰
の
御
嶽
一

山
に
鎮
座
す
る
摂
社
一

御
嶽
神
社
に
て
春
季
一

大
祭
が
斎
行
。
i

大
型
連
休
中
の
五
月
四
・
五
日
」
筑
前
大
島
で
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
一
同
九
時
よ
り
は
沖
津
宮
春
季
大
一

の
両
日
、
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
春
一
た
。
」
祭
が
島
北
側
岩
瀬
の
沖
津
宮
遥
拝
一

季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、
新
緑
眩
し
一
前
日
の
四
日
に
は
、
早
朝
よ
り
二
所
に
て
斎
行
さ
れ
、
海
上
五
十
キ
ロ
―

い
な
か
島
内
は
も
と
よ
り
、
島
外
」
境
内
の
装
飾
、
直
会
等
の
諸
準
備
：
先
の
沖
津
宮
を
遥
か
に
拝
し
、
宮
一

か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
を
迎
え
、
二
か
整
え
ら
れ
、
参
道
に
は
大
織
を
二
司
の
祝
詞
奏
上
に
続
き
浦
安
舞
が
一

二
1
`
]

は
じ
め
、
こ
の
度
、
こ
突
せ
ら
れ
た
。

1

沖
中
両
宮
奉
賛
会
、
一
続
い
て
同
十
一
時
、
中
津
宮
に
一

丸
井
定
氏
と
沖
西
二
於
い
て
春
季
大
祭
が
斎
行
。
高
向
ご
に
て
恒
例
の
春
季
奉
納
子
供

敏
明
氏
に
よ
り
奉
納
二
呂
司
以
下
神
職
・
巫
女
、
ま
た
氏
；
相
撲
が
催
さ
れ
一
番
ご
と
に

い
た
だ
い
た
紫
幕
が
二
す
奉
幣
使
ら
が
本
殿
へ
参
進
。
境
丁
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
大
い

本
殿
と
神
門
に
掛
け
「
内
は
島
内
外
よ
り
多
く
の
参
拝
者
こ
に
賑
わ
い
、
本
年
の
沖
津
宮
・

ら
れ
、
境
内
は
清
新
二
c

う
め
ら
れ
、
本
殿
前
に
は
大
島
丁
中
津
宮
の
春
季
大
祭
は
盛
大

な
瑞
気
に
満
ち
て
い
二
り
各
漁
船
か
ら
の
献
魚
を
は
じ
め
こ
裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

た
。
二
野
の
幸
、
献
酒
が
供
え
ら
れ
た
。
一
尚
、
こ
の
大
祭
は
旧
暦
の

夕
刻
に
は
高
向
二
晶
向
宮
司
の
祝
詞
奏
上
に
次
い
で
、
ニ
―
―
月
十
四
・
十
五
日
と
定
め

宮
司
以
下
、
大
島
に
二
島
の
氏
子
を
代
表
し
奉
幣
使
の
遠
：
ら
れ
、
島
民
の
多
く
が
従
事

出
向
し
た
神
職
・
巫
二
膝
三
保
氏
が
祭
詞
奏
上
、
巫
女
に
二9
る
。
漁
業
も
漁
止
め
と
さ

女
ら
の
奉
仕
に
よ
：
よ
り
浦
安
舞
が
奉
奏
さ
れ
、
沖
中
丁
れ
、
島
民
上
げ
て
斎
行
さ
れ

ー
り
、
大
祭
に
先
立
ち
二
同
宮
奉
賛
会
会
長
、
島
の
各
代
表
二
J
お
り
、
大
祭
諸
準
備
に
は

地
主
祭
、
宵
宮
祭
が
二
者
、
ま
た
内
陸
各
地
か
ら
の
崇
敬

□
沖
中
両
宮
奉
賛
会
（
会
長
1
1

{ 

一
沖
津
宮
逢
拝
所
と
こ
者
多
数
が
玉
串
を
奉
り
敬
虔
な
祈
□
沖
西
敏
明
氏
）
、
同
敬
神
婦
人

ニ
中
津
宮
本
殿
に
お
い
：
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。
二
部
（
部
長

1
1
河
辺
恒
子
氏
）
、

て
執
り
行
わ
れ
た
。
一
引
き
続
き
高
向
宮
司
よ
り
紫
幕
二
同
翼
賛
会
（
会
長
1
1
遠
藤
三

一
当
日
は
午
前
八
二
奉
納
者
、
又
昨
年
の
献
魚
・
献
品
二
床
氏
）
の
皆
様
に
連
日
ご
奉
仕

時
半
よ
り
宮
崎
区
：
多
数
奉
納
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
：
を
頂
い
た
。
こ
こ
に
紙
面
を

の
厳
島
神
社
に
お
い
：
が
贈
呈
さ
れ
た
。
こ
惜
り
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ

て
、
同
九
時
半
よ
り
一
午
後
一
時
か
ら
は
境
内
の
土
俵
こ
王

9
0

，氏子奉幣氏を御
,;,. 
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輩九塁四ー
門百喜］第宗
t：闘塵よ辛像
尚喜書旦三大
霜嘉累閏塁社
胃出胃靡迎奨
！新前さて こ学
' …•入と…受受全：

--][;」店
当にな給給~ " 

つ定史これの金らわ式殿 思誓る有祭殿和十も人り像 人負 べ Aこ
い、、の‘代選宗れとで祭ぅっ事為がに祭ーにが立・ 数て 八~
因畠喜奨贋表定像富説選典゜；をな意昇に時参保裔冒 ｝｛胃 五肴こ
説方目学神に書大向明定後 れ御人g殿青か集護生両 百十 四 Aニ
明法的金職授が社宮会書は た神材 し後ら゜者約市 五＝ 人にロ
だ等、のよ与生奨司が授清 事前に仁奉、の午と六内 十面 に名尽
付に規歴りさ徒学か行与明 とにな：告拝昭前と十よ 四生
.................................................................................................................................................................................................................................................. 

ー・戸ー·三学現に学し和て上は し学しをた文人 わ
年校在支校て三制陛‘当て生た受生をがそれ
間ょで給出宗十定下昭大紙作゜け徒執テのた
支りはさ身像五さ御和社面文口、か筆 l 後゜
給各宗れ者市年れ成三のでのの境らしマ‘

と筐像胄酋郡雙豆讐直塁贋冒嬰塁塁冒晶責
い石福に時内期年奉年金ま介はぁ金きつ一
召づ津至庄の生の祝の制すーーと支終た人
凪開：靡中と昭し今度ーと奨に給え作一

息書る。竺
宗像大社奨学金第53期受給生20名

宗像高

玄界高

九産大付属九州高

古賀黄成館高

香椎高

香椎高

東海大付属第五高

宗像高

折尾高

大和青藍高

博多高

光陵高

光陵高

宗像高

東海大付属第五高

香椎工業高

博多高

九産大付属九州高

古賀寛成館高

東海大付属第五高

花
海
聖
里
霞
里
也
聖
美
生
美
司
帆
輔
紀
成
暁
英
季
未

成
真
友
冴
悠
雅
遠
佑
聡
健
育
優
智
照
紗
津
歩

永
夢

島
村
野
山
崎
内
見
上
田
藤
原
梅
宗
田
藤
藤
田
賀
永

藤
中
中
前
川
陣
城
近
井
今
江
藤
黒
末
池
伊
遠
原
羽
竹

（大島中）

(II)  

（玄海）

(II)  

（日の里中）

(II)  

（宗像中央中）

(II)  

（城山中）

(//) 

（河束中）

(II)  

（自由ヶ丘中）

(II)  

（津屋崎）

(II)  

（福間）

(II)  

（福間束）

(II)  
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口
「
ャ
、
．

s
3
“

一
｛
f
：
t
：
虚
氏
『
＼
：
｀
り
，

l
鳥
請
屠
奉
仕
｝

四
月
二
十
三
日
、
宗
像
大
社
氏
こ
着
し
た
ゴ
ミ
の
清
掃
、
社
務
所
外

子
青
年
会
（
会
長
1
1

小
林
栄
二
氏
）
こ
壁
の
塗
装
補
修
等
、
平
素
勤
務
し

の
会
員
ま
た
関
係
者
約
四
十
名
が
二
J
い
る
一
名
の
神
職
で
は
困
難
な

沖
ノ
島
へ
渡
島
、
本
年
で
十
二
回
目
一
作
業
を
約
二
時
間
御
奉
仕
頂
い
た
。

と
な
る
清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。
i
作
業
後
は
一
同
波
止
場
で
直
会

こ
の
清
掃
奉
仕
は
年
に
一
度
五
：
を
行
っ
て
労
い
、
帰
路
は
沖
ノ
島
を

月
二
十
七
日
に
約
二
五
0
名
に
及
ぶ
i
一
周
し
幽
玄
な
景
観
を
拝
し
な
が

一
般
参
拝
者
を
お
迎
え
す
る
「
沖
：
ら
夕
刻
に
は
鐘
崎
港
へ
無
事
到
着

津
宮
現
地
大
祭
」
の
受
入
れ
準
備
了
し
、
本
年
の
奉
仕
作
業
を
無
事
終

に
あ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
昨
i
え
た
。

年
は
時
化
に
よ
り
渡
島
中
止
と

な
っ
た
為
、
二
年
振
り
の
実
施
で

あ
っ
た
。

前
日
迄
の
荒
れ
た
天
候
が
心

配
さ
れ
た
が
、
当
日
は
晴
天
に

恵
ま
れ
海
上
は
凪
と
な
り
午
前

八
時
に
鐘
崎
港
を
出
港
、
海
上

を
進
む
こ
と
約
二
時
間
で
沖
ノ

島
へ
到
着
。
直
ち
に
海
中
で
楔

を
行
い
、
島
の
中
腹
に
鎮
座
さ

れ
る
沖
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

先
ず
葦
津
禰
宜
よ
り
挨
拶
・

説
明
が
あ
り
、
沖
津
宮
で
奉
告

祭
を
斎
行
し
た
後
、
奉
仕
作
業

を
開
始
。
本
殿
の
屋
根
に
積
も
っ

た
枯
葉
を
落
と
す
等
の
本
殿
周

り
の
整
備
、
第
一
鳥
居
脇
の
正

三
位
神
社
の
修
復
、
海
岸
へ
漂

写
真
家
藤
原
新
也
氏
ら
参
拝

去
る
四
月
二
十
一
日
ー
ニ
十
三
丁
れ
、
な
か
に
は
飛
行
機
等
の
予
定
を
一

日
か
け
、
写
真
家
・
作
家
の
藤
原
新
二
笈
更
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
一

也
氏
、
歴
史
作
家
の
安
部
龍
太
郎
二
c

あ
る
。
そ
の
願
い
叶
っ
て
か
、
翌
々
一

氏
、
歴
史
学
者
の
磯
田
道
史
氏
ら
二
目
に
は
時
化
も
お
さ
ま
り
、
念
願
一

八
名
が
宗
像
一
一
宮
に
参
拝
さ
れ
た
。
二
り
沖
ノ
島
へ
無
事
渡
島
、
沖
津
宮
を
[

一
行
は
ま
ず
総
社
・
辺
津
宮
を
二
参
拝
さ
れ
た
。
~

参
拝
、
高
宮
祭
場
や
神
宝
館
を
拝
[
-
同
、
連
載
や
コ
ラ
ム
欄
を
受
け
一

さ
れ
た
後
、
大
島
へ
渡
島
。
中
津
宮
」
持
た
れ
て
い
る
な
ど
、
各
界
で
も
i

を
参
拝
さ
れ
、
翌
日
の
沖
津
宮
参
二
著
名
な
方
々
ば
か
り
、
今
回
の
参
一

拝
に
備
え
参
籠
さ
れ
た
。
こ
拝
を
今
後
ど
の
よ
う
に
世
に
出
さ
i

翌
日
は
波
高
三
メ
ー
ト
ル
の
大
丁
れ
る
の
か
、
待
ち
遠
し
い
。
一

時
化
で
渡
島
を
断
念
、
し
か
し
、
一
一
御
参
拝
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
、
[

同
ま
た
と
な
い
こ
の
機
会
を
逃
さ
：
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
i

ざ
る
べ
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
さ
了
し
上
げ
ま
す
。
一

~
地
元
•
P
T
A

・
教
諭
一
丸
と
な
っ

宗
像
大
社
菊
花
会

｛
一
玄
海
小
学
校
に
菊
資
材
を
贈
呈
一
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
趣
旨
に

五
月
晴
れ
の
五
月
十
日
、
宗
像
：
竺
対
象
に
、
情
操
教
育
の
一
環
と
一
宗
像
大
社
菊
花
会
も
賛
同
し
、
菊

市
立
玄
海
小
学
校
体
育
館
に
て
、
：
し
て
菊
作
り
栽
培
に
取
り
組
ん
で
口
鐸
や
肥
料
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。

恒
例
の
菊
資
材
贈
呈
式
お
り
、
今
年
で
一
秋
に
は
校
内
菊
花
展
を
開
催
す

が
行
わ
れ
、
三
S

六
年
十
三
年
目
を
迎
：
る
と
共
に
、
同
時
期
に
当
大
社
で

生
ま
で
の
児
童
五
十
八
え
る
。
二
汀
わ
れ
る
西
日
本
菊
花
大
会
に
も
、

名
の
前
で
、
当
社
菊
担
こ
の
菊
作
り
こ
児
童
達
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
菊

当
の
神
職
・
巫
女
か
ら
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
ロ
が
出
品
さ
れ
て
い
る
。

児
童
代
表
へ
菊
資
材
が
テ
イ
ア
団
体
「
匠
一
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
年
々
児

手
渡
さ
れ
た
。
の
会
（
会
長

1
1

i
童
数
も
減
少
傾
向
で
は
あ
る
が
、

同
校
で
は
毎
年
小
小
並
範
義
氏
）
」
二
個
性
豊
か
な
菊
花
が
こ
の
神
郡
宗

学
三
S

六
年
生
の
児
童
の
指
導
に
よ
り
二
像
を
彩
る
秋
が
待
ち
遠
し
い
。



日
一
で
、
子
供
の
頃
か
ら

曜金
だ
、
一
そ
の
識
別
と
か
ま

必

日
J
ヽ

□
た
は
祭
祀
か
儀
式

〖
｛
》

□[
い
[
[
ロ

平
一
い
ま
木
の
子
（
茸
、
菌
）
が
ブ
ー
丁
企
画
展
（
七
月
二
十
一
日
（
土
）
ー
八

□
映
像
も
多
用
す
る
0

j
製
品
は
傘
の
部
分

一
ム
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
ニ
月
二
十
六
日
（
日
）
）
は
「
キ
ノ
コ
の
一
こ
の
展
示
の
目
玉
の
一
っ
に
、
東
口
が
大
き
さ
七
・
八

C
m
、

一
の
店
頭
に
並
ん
で
い
る
多
さ
に
は
こ
博
物
誌
」
を
行
う
。
ま
た
初
日
の
七
：
北
地
方
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
（
縄
一
柄
の
部
分
が
四
・
五

一
驚
く
。
シ
イ
タ
ケ
か
マ
ッ
タ
ケ
ぐ
ら
一
月
二
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
は
九
一
文
後
期
三

0
0
0

年
前
）
か
ら
出
二
皿
、
小
さ
な
も
の

}
lい
し
か
知
ら
な
か
っ
た
が
、
近
年
（
以
一
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
・
大
丁
土
し
た
キ
ノ
コ
形
土
製
品
が
あ
る
。

□
ほ
、
三
・
五
e
m
あ
る
。
石
製
品
も
一
一
ま
た
声
が
か
か
り
、
そ
の
籠
は

前
か
ら
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
）
・
賀
祥
治
教
授
か
ら
「
キ
ノ
コ
の
パ
ニ
束
北
の
縄
文
時
代
に
盛
ん
に
造
ら
・
個
あ
り
、
傘
が
一
・
六

C
m、
高
さ
も
二
重
く
受
領
が
乗
っ
て
手
に
も
三
ふ
さ

食
用
の
み
な
ら
ず
薬
用
や
滋
養
強
こ
ソ
ー
と
魅
力
」
の
講
演
を
し
て
も
ら
丁
れ
た
も
の
に
土
偶
が
あ
る
が
、
そ
[
-
・
六
e
m
と
小
さ
い
が
、
自
然
石
に
一
の
キ
ノ
コ
を
持
っ
て
い
た
。
従
者
の

壮
と
い
ろ
い
ろ
な
分
野
に
も
広
が
一
う
。
丁
れ
は
呪
術
用
や
護
符
的
な
も
の
で
：
多
少
加
工
し
、
キ
ノ
コ
形
に
し
た
よ
二
則
で
「
受
領
は
倒
れ
て
も
土
を
掴
め

り
を
見
せ
て
い
る
。
私
の
勤
め
る
一
さ
て
今
回
の
キ
ノ
コ
展
で
は
標
丁
あ
っ
た
。
一
う
で
あ
る
。
九
州
の
縄
文
時
代
で
一
と
い
う
で
は
な
い
か
」
と
言
っ
た
。

古
賀
市
立
歴
史
資
料
館
で
は
夏
の
丁
本
類
も
九
州
大
学
の
大
賀
研
究
室
一
こ
の
人
形
（
女
性
像
が
多
い
）
以□ほ
出
土
例
が
な
い
の
で
、
一
見
の
価
二
尽
か
ら
地
方
に
行
く
受
領
は
、
地

か
ら
、
多
く
を

□
外
に
イ
ノ
シ
シ
形
土
製
品
ク
マ
形
土
二
値
が
あ
る
。
展
示
は
七
点
。
一
方
で
は
そ
れ
ぞ
れ
利
益
を
求
め
て

喜
貧
借
り
て
展
示
す
一
製
品
、
海
獣
形
土
製
品
、
シ
ャ
チ
形
一
キ
ノ
コ
と
い
え
ば
、
歴
史
の
教
科
一
い
た
こ
と
が
分
か
る
説
話
で
あ
る
。

る
し
、
写
真
や
丁
土
製
品
亀
形
土
製
品
、
巻
き
貝
形
二
書
に
出
て
く
る
の
は
「
今
昔
物
語
一
「
転
ん
で
も
た
だ
で
は
起
き
あ
が
ら

た
：
—
｀
土
製
品
な
ど
の
動
物
土
こ
栗
」
に
あ
る
『
谷
底
に
落
ち
て
も
平

□
な
い
」
受
領
達
で
あ
る
。
他
に
展
示

次
｝誓
[
冑
ば
五
間
爪
計

嘉
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
帰
国
す
る
途
中
に
橋
を
渡
る
が
、
こ
ソ
タ
ケ
（
地
衣
菌
で
岩
茸
の
仲
間
、

灼
'
,
I
EJ
{
』

生
活
の
中
に
特
に
食
生
活
：
そ
の
橋
か
ら
馬
も
ろ
と
も
深
い
谷
一
展
示
品
は
指
定
前
に
採
取
さ
れ
た

で
豊
富
に
と
れ
る
キ
ノ
コ
ニ
底
に
転
落
す
る
。
了
も
の
。
現
在
で
は
採
取
は
禁
じ
ら

乙

に
は
、
毒
キ
ノ
コ
も
あ
り
一
谷
底
か
ら
受
領
の
声
「
籠
を
お
丁
れ
て
い
る
）
他
に
ヒ
バ
（
ア
ス
ナ
ロ
）
に

努
ぼ
；
．
食
べ
方
を
間
違
え
れ
ば
、
：
ろ
せ
」
籠
を
お
ろ
す
と
「
引
き
あ
げ
ニ
ノ
く
サ
ル
の
腰
掛
も
二
、
三
点
く
る
。

；
百
ウ
が
必

精
神
に
異
状
を
来
た
し
二
よ
」
の
声
一
ヒ
バ
に
つ
く
サ
ル
の
腰

死
に
至
る
も
の
も
あ
る
の
二
J
い
た
。
二
楽
効
が
あ
る
と
い
う
。

7
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福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
~

大
樟
の
根
方
を
幹
を
の
ぼ
る
ご
と
苔
萌
ゆ
あ
を
き
池
塘
の
ほ
と
り
に
一

―
―
楠
の
大
木
を
生
え
上
っ
て
い
く
よ
う
に
見
え
る
苔
、
苔
の
生
命
力
が
[

良
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
二
句
は
助
詞
を
変
え
〈
根
方
に
〉
と
し
た
い
。
一

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

部
屋
に
挿
す
蝋
梅
の
花
色
冴
へ
て
純
粋
に
生
き
し
姉
を
想
へ
り
[

一
姉
思
い
の
作
者
。
こ
と
に
よ
れ
ば
姉
は
も
う
亡
く
な
ら
れ
た
の
か
。
純
粋
さ
i

—
ー
を
強
調
し
て
四
・
五
句
を
〈
姉
を
思
へ
り
そ
の
純
粋
な
生
〉
な
ど
と
詠
む
方
法
も
。
[

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

葛
藤
の
あ
り
て
過
ぎ
ゆ
く
人
生
に
歩
み
ゆ
く
道
春
遠
か
ら
ず
[

人
生
に
は
い
ろ
い
ろ
葛
藤
や
甑
輌
も
あ
る
が
、
希
望
を
感
じ
て
[

い
る
作
者
。
結
句
は
「
春
遠
か
ら
ず
」
だ
が
、
道
の
辺
の
春
の
実
[

＝
景
を
詠
み
込
む
詠
み
か
た
も
試
し
て
み
て
は
。
i

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
[

筆
書
き
の
和
紙
の
金
錢
出
納
帳
義
父
の
記
念
と
唯
一
所
蔵
す
一

＿
形
見
の
筆
書
き
の
出
納
帳
が
義
父
の
人
柄
を
想
像
さ
せ
る
。
下
一

の
句
を
〈
義
父
の
形
見
に
た
だ
―
つ
持
つ
〉
と
す
る
と
言
葉
が
柔
[

一
ら
か
く
な
り
、
義
父
を
懐
か
し
む
作
者
が
強
く
出
る
。
[

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
[

数
多
あ
る
服
そ
れ
ぞ
れ
に
若
け
れ
ど
わ
れ
の
み
古
り
て
着
る
を
憚
る
一

―
―
前
か
ら
持
つ
服
が
ど
れ
も
若
向
き
に
な
り
着
る
の
を
を
憚
る
作
[

」
者
。
三
句
は
〈
若
向
き
で
〉
に
。
自
分
で
〈
古
り
た
る
〉
な
ど
と
言
[

わ
ず
、
若
々
し
い
服
装
で
心
を
若
く
保
ち
ま
し
ょ
う
。
[

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子
~

こ
の
日
頃
わ
が
愛
読
書
は
文
庫
本
バ
ッ
グ
に
今
日
は
子
規
の
歌
集
を
[

読
書
好
き
の
作
者
。
文
庫
本
は
持
ち
歩
き
に
便
利
で
重
宝
。
バ
ッ
一

グ
に
子
規
の
歌
集
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
、
作
者
の
人
柄
も
わ
＂

か
る
。
四
句
は
〈
今
日
は
バ
ッ
グ
に
〉
が
自
然
で
は
。
一

大
西
晶
子
選
毎
月
2
5
日
メ
切

胆
麗
血
宗
像
大
社
歌
会
詠
草

宗
像
市
池
田
森
龍
子

春
彼
岸
桜
の
幹
の
艶
め
け
ば
彼
岸
の
夫
と
の
交
信
な
さ
む

彼
岸
の
夫
を
恋
う
作
者
の
思
い
が
明
る
＜
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

桜
の
幹
の
艶
め
き
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
彼
岸
が
重
な
る
の
で
、

初
句
を
〈
春
分
を
〉
な
ど
と
工
夫
し
て
み
て
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

玄
海
の
荒
浪
う
く
る
荒
磯
岩
た
だ
黒
黒
と
歳
月
に
染
む

磯
の
岩
を
見
て
岩
の
上
を
す
ぎ
た
歳
月
を
感
じ
る
作
者
。
眼
に

見
え
な
い
も
の
を
捉
え
る
こ
と
も
歌
を
詠
む
の
に
は
大
切
。
下

の
句
を
〈
歳
月
の
跡
黒
黒
と
と
ど
む
〉
と
し
て
み
た
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

す
こ
し
だ
け
未
来
の
こ
と
を
知
り
た
く
て
目
覚
ま
し
を
二
ふ
ん
夜
半
に
す
す
め
つ

主
人
公
に
は
二
分
だ
け
先
の
こ
と
が
分
か
る
と
い
う

S
F

が
あ

る
ら
し
い
、
そ
れ
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
歌
か
。
現
実
の
時
間

が
来
る
前
に
そ
の
時
間
を
体
験
す
る
発
想
が
面
白
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

さ
み
ど
り
の
井
筒
の
並
ぶ
菖
蒲
池
手
入
れ
さ
れ
た
る
手
形
の
残
る

花
を
美
し
く
咲
か
せ
る
と
手
入
れ
を
す
る
人
を
、
思
い
や
る
作

者
の
優
し
さ
。
下
の
句
は
〈
手
入
れ
を
し
た
る
手
の
形
残
る
〉
に
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

紫
の
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
咲
き
出
で
て
こ
こ
の
空
地
も
に
は
か
に
華
や
ぐ

空
き
地
の
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
花
の
美
し
さ
に
眼
を
む
け

る
作
者
の
、
細
や
か
な
感
性
が
よ
く
出
て
い
る
。
三
句
の
こ
こ

が
ど
こ
な
の
か
が
分
か
る
と
更
に
良
い
の
だ
が
。

ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
ら
ぎ
そ
の
ま
ま
崩
れ
さ
う

お
皿
の
プ
リ
ン
わ
た
し
の
理
性

車
椅
子
で
散
歩
に
行
き
し
母
も
ど
る髪に

あ
ぢ
さ
ゐ
の
花
を
か
ざ
し
て

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
ニ
ニ
―
一
（
代
）

発
行
人
葎
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

今
春
、
神
徳
宣
揚
の
＿

翼
を
担
う
べ
く
、
広
報

課
に
異
動
し
て
参
り
ま
し
た
奉
職
五
年
目
、

二
十
七
歳
独
身
の
鈴
木
と
申
し
ま
す
。
今
ま
で

身
体
し
か
使
っ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
は

必
要
に
迫
ら
れ
、
頭
と
P
C
を
使
い
始
め
て
い
ま

す
▼
早
ニ
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
社
務
の

内
容
か
ら
応
対
す
る
方
々
ま
で
従
来
と
は
ガ
ラ

リ
と
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
氏
子
さ
ん
や

氏
子
区
域
の
業
者
さ
ん
と
い
っ
た
、
あ
る
程
度

こ
ち
ら
の
意
を
汲
ん
で
い
た
だ
き
、
曖
昧
さ
が

許
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
記
者
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
編
集
者
と
い
っ
た
言
葉
を
尽
く
し
、

判
断
や
断
言
が
求
め
ら
れ
る
場
面
が
明
ら
か
に

増
え
て
い
ま
す
▼
ま
だ
神
社
の
広
報
が
ど
う
ゆ

う
も
の
か
理
解
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
形
と

し
て
残
る
も
の
や
、
神
社
の
公
的
な
方
針
や
考

え
方
を
扱
う
た
め
、
曖
昧
さ
が
許
さ
れ
な
く
な
っ

た
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
お
り
ま
す
▼
ま
た
、
知

恵
は
な
く
と
も
絞
り
だ
す
知
識
は
も
う
少
し
増

や
さ
ね
ば
と
痛
感
し
て
い
る
日
々
で
あ
り
、
お

見
苦
し
い
面
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ど

う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
（
鈴
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

清
盛
の
ロ
ケ
跡
春
の
海
平
ら

礼
眉
甘
句
作
品
集


